
病
人
、
子
ど
も
、
老
人
と
共
に
一
週
間
が
か
り
で
よ
う
や
く
着
い

た
と
き
に
は
、
何
人
も
の
人
が
死
亡
し
、
他
の
生
存
者
は
乞
食
同

様
だ
っ
た
。
た
だ
た
だ
故
郷
に
帰
れ
る
喜
び
と
気
力
で
頑
張
っ
た

だ
け
だ
っ
た
。
残
念
な
の
は
、
開
拓
団
の
自
分
の
家
で
凍
死
し
た

り
、
匪
賊
に
殺
さ
れ
た
り
、
栄
養
失
調
の
た
め
死
亡
し
た
り
、
病

死
し
た
方
々
に
わ
れ
わ
れ
が
生
き
て
帰
れ
た
こ
と
を
申
し
わ
け
な

く
思
っ
て
い
る
。

心
か
ら
御
冥
福
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。

満
州
の
建
設
と
召
集
と　 

東
京
都
　
原
豊
重
　 

昭
和
十
八
年
三
月
、
ジ
ャ
ム
ス
四
一
二
部
隊
の
軍
命
令
で
大
林

組
は
北
満
チ
ブ
リ
・
ボ
ツ
リ
飛
行
場
建
設
に
あ
た
り
、
私
は
転
勤

す
る
。
ボ
ツ
リ
よ
り
自
動
車
で
三
時
間
も
か
か
る
山
奥
で
す
。
団

山
と
い
う
部
落
で
す
。
工
事
は
飛
行
機
の
格
納
庫
を
つ
く
る
の
で

す
。
満
人
の
報
国
隊
を
遣
う
。
十
九
年
正
月
、
報
国
隊
に
配
給
品

を
受
取
り
に
行
く
途
中
、
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
が
凍
る
。
吹
雪
で

見
と
お
し
が
つ
か
ず
、
部
落
に
宿
泊
す
る
こ
と
に
し
て
、
翌
日
部

落
よ
り
品
物
を
受
取
り
持
ち
帰
る
。
満
人
の
宿
舎
を
ま
わ
り
、
配

給
品
を
事
務
所
ま
で
取
り
に
こ
い
と
呼
び
か
け
る
。
満
人
服
と

酒
、
豚
肉
を
配
給
す
る
。
わ
れ
ら
日
本
人
に
は
■
酒
が
配
給
さ
れ
、

内
地
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
あ
と
で
■
を
見
た
ら
、
酒
が
こ
お
り

つ
き
、
残
り
の
■
に
一
升
ほ
ど
残
っ
て
お
り
、
酒
が
凍
る
寒
さ
な

の
で
す
。
現
場
で
は
、
鉄
筋
不
足
で
輸
送
が
と
ま
り
、
北
満
は
工

事
中
止
で
す
。

昭
和
二
十
年
七
月
、
す
で
に
戦
争
は
激
し
く
な
っ
て
い
た
。
関

東
軍
命
令
で
、
大
林
組
は
南
満
に
引
揚
げ
ろ
と
の
こ
と
。
家
族
は

鞍
山
、
私
は
錦
州
に
行
け
と
の
電
報
を
受
け
て
、
家
族
と
奉
天
の

駅
で
別
れ
る
。
私
の
荷
物
は
錦
州
大
林
組
出
張
所
に
送
る
。
錦
州

に
着
く
と
、
鞍
山
に
戻
れ
と
の
電
報
が
あ
り
、
す
ぐ
列
車
に
乗
り
、

鞍
山
に
着
く
。
現
場
は
、
立
山
。
家
族
い
っ
し
ょ
に
現
場
に
乗
り

こ
む
。
友
だ
ち
の
加
藤
君
に
召
集
令
状
が
き
た
の
で
、
引
き
つ
ぎ

終
わ
っ
た
後
、
私
に
も
令
状
が
き
た
。
北
満
依
蘭
の
兵
事
課
に
出

頭
せ
よ
と
の
令
状
で
あ
る
。

家
族
の
見
送
り
を
受
け
、
出
発
す
る
。
列
車
に
乗
り
、
ハ
ル
ビ

ン
駅
に
着
き
、
埠
頭
に
き
て
見
る
と
船
が
修
理
中
で
直
り
し
だ
い



出
港
す
る
と
書
い
て
あ
る
。
ま
だ
時
間
が
あ
る
の
で
、
市
内
見
物

す
る
。
夕
方
二
度
埠
頭
に
来
て
見
れ
ば
、
七
時
三
十
分
ジ
ャ
ム
ス

行
き
が
出
港
す
る
と
掲
示
さ
れ
、
船
員
に
遅
れ
た
証
明
書
を
も
ら

う
。
乗
船
が
終
り
、
ド
ラ
が
な
る
。
淋
し
く
な
る
。
船
が
動
き
出

す
。
隣
に
い
た
人
は
ジ
ャ
ム
ス
行
き
。
私
は
依
蘭
に
行
く
の
で
す
、

私
は
満
洲
事
変
に
も
参
加
し
た
と
話
を
す
る
。
今
度
の
戦
争
は
大

変
だ
ね
と
語
り
あ
う
。
酒
を
取
り
出
し
、
一
杯
ど
う
ぞ
と
差
し
出

す
。
と
つ
ぜ
ん
泣
き
出
し
、
尋
ね
る
と
結
婚
三
か
月
で
す
と
言
う
。

私
は
子
供
二
人
あ
り
男
女
で
す
。
今
度
は
生
き
て
帰
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
思
う
。
そ
の
と
き
船
は
依
蘭
に
着
き
、
元
気
で
が
ん
ば

れ
と
別
れ
、
船
を
降
り
て
兵
事
課
に
行
く
と
、
君
の
部
隊
は
出
発

し
た
の
で
通
化
省
に
行
け
と
言
わ
れ
た
。

貨
車
が
昼
す
ぎ
出
る
、
そ
れ
に
便
乗
し
て
通
化
、
仙
人
の
丘
の

高
射
砲
兵
隊
に
行
く
。
私
は
野
砲
で
、
高
射
砲
は
一
度
も
訓
練
を

う
け
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
毎
日
見
学
中
に
迎
え
に
き
た
笹
原
伍

長
と
い
っ
し
ょ
に
、
通
化
城
内
の
そ
ば
を
流
れ
る
、
川
岸
に
行
く
。

石
を
積
み
上
げ
、
ほ
し
草
を
つ
み
、
毛
布
を
敷
き
、
テ
ン
ト
を

張
り
、
部
隊
人
員
は
二
十
人
で
し
た
。
歩
哨
に
立
つ
、
銃
は
十
丁

で
、
剣
銃
は
竹
の
さ
や
で
す
。
毎
日
昼
は
山
道
を
行
軍
す
る
。
庭

内
警
備
す
る
。
十
二
日
に
関
東
軍
司
令
部
、
通
化
に
移
転
し
て
き

た
。
警
備
が
厳
重
に
な
る
。
八
月
十
五
日
朝
、
点
呼
時
、
本
日
正

午
に
重
大
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
る
と
言
う
。
私
は
警
備
交
代
で
飛
行
場

へ
行
き
、
そ
の
時
終
戦
命
令
が
出
た
。
連
ら
く
を
受
け
て
部
隊
長

が
一
言
話
を
し
た
。
現
地
召
集
は
、
自
分
の
職
場
に
今
直
ぐ
帰
れ
。

汽
車
は
後
出
な
い
、
食
糧
は
三
日
分
携
帯
せ
よ
、
途
中
ど
ん
な
こ

と
が
あ
る
か
わ
か
ら
ん
、
と
言
う
。
皆
と
別
れ
、
元
気
で
帰
れ
よ

と
送
ら
れ
、
駅
に
き
て
み
る
。

奥
地
よ
り
の
引
揚
げ
者
、
女
子
ど
も
で
満
員
、
乗
車
は
無
理
。

機
関
車
に
乗
り
こ
み
、
梅
江
ま
で
く
る
。
そ
の
と
き
、
列
車
は
奉

天
に
は
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ソ
連
軍
が
侵
入
し
て
き
て
い
る

の
で
、
撫
順
で
降
り
る
。
そ
し
て
、
撫
順
の
市
役
所
へ
行
き
、
通

化
よ
り
引
揚
げ
て
き
た
話
を
す
る
。
職
員
に
案
内
さ
れ
法
昭
寺
と

い
う
寺
に
案
内
さ
れ
、
寺
に
は
北
満
牡
丹
江
、
勃
利
の
引
揚
げ
者

で
一
杯
。
牡
丹
江
で
ソ
連
軍
が
侵
入
し
て
き
て
日
本
の
兵
隊
さ
ん

が
早
く
逃
げ
ろ
と
呼
び
か
け
た
の
で
、
子
ど
も
は
兵
隊
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
自
動
車
に
乗
り
、
子
ど
も
と
別
れ
た
。
子
ど
も
は
今

ど
こ
に
ど
う
し
て
い
る
か
と
思
う
と
泣
け
ま
す
と
い
う
。
逃
げ
る

と
き
、
自
分
の
家
に
火
を
つ
け
て
き
た
と
い
う
話
し
を
し
て
く
れ



る
。
朝
、
昼
、
夜
に
尋
ね
人
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ラ
ジ
オ
の
ま
わ
り

に
集
ま
り
、
耳
を
傾
け
た
。

私
達
は
、
皆
さ
ん
の
食
事
運
搬
、
ま
た
配
給
品
を
受
け
取
り
に

行
く
。
滞
在
し
て
四
日
目
、
列
車
が
出
る
と
通
知
が
あ
り
、
す
ぐ

出
発
す
る
。
鞍
山
に
着
き
、
社
宅
を
尋
ね
る
。
入
口
に
立
ち
、
扉

を
の
ぞ
き
お
父
さ
ん
だ
と
言
う
。

責
任
者
と
し
て
引
率
、
引
揚
げ　 
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昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
ソ
連
軍
が
侵
攻
し
て
き
た
と
き
は
、

東
満
州
勃
利
県
公
署
に
役
付
き
で
勤
務
し
て
い
た
が
、
八
月
十
日

召
集
を
受
け
、
午
前
九
時
の
列
車
で
牡
丹
江
に
向
か
っ
た
。

午
後
三
時
頃
、
北
公
園
に
集
結
し
、
点
呼
を
始
め
た
と
こ
ろ
、

ソ
連
機
が
数
機
牡
丹
江
駅
と
牡
丹
江
の
鉄
橋
を
爆
撃
し
た
。
婦
女

子
、
一
千
五
百
人
が
樺
林
か
ら
徒
歩
で
牡
丹
江
に
向
か
っ
て
い

る
。
彼
ら
を
安
全
地
帯
ま
で
引
率
せ
よ
と
の
命
令
を
受
け
、
私
が

そ
の
責
任
者
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
牡
丹
江
の
駅
に
入
り
、
ホ
ー
ム
ま

で
収
容
し
、
同
夜
貨
車
で
ハ
ル
ビ
ン
へ
出
発
し
た
。

八
月
十
五
日
を
ハ
ル
ビ
ン
駅
、
八
月
十
七
日
早
朝
新
京
駅
に
つ

い
た
。
私
は
全
員
を
室
町
小
学
校
に
連
れ
て
行
き
、
こ
こ
を
収
容

所
と
し
た
。
淑
徳
女
学
校
に
、
ソ
連
軍
の
若
い
隊
長
の
率
い
る
新

聞
印
刷
隊
が
入
っ
て
き
た
。
私
は
ロ
シ
ア
語
を
習
得
し
て
い
た
の

で
、
隊
長
と
仲
良
く
な
り
、
田
内
（
現
豊
橋
在
住
）
が
近
々
ソ
連

軍
に
よ
り
銃
殺
さ
れ
る
と
の
連
絡
を
受
け
、
か
の
隊
長
に
頼
み
、

田
内
君
を
救
出
し
た
。

室
町
小
学
校
に
は
四
回
ソ
連
兵
の
訪
問
を
受
け
た
が
、
三
回
は

私
が
話
を
し
て
引
き
取
っ
て
貰
っ
た
が
、
一
回
は
酔
っ
て
お
り
、

拳
銃
を
振
り
ま
わ
し
て
処
置
な
し
な
の
で
、
隊
長
に
き
て
貰
っ
て

追
い
は
ら
っ
た
。

九
月
初
め
、
先
輩
か
ら
安
東
に
い
る
家
族
を
つ
れ
戻
っ
て
く
れ

と
頼
ま
れ
た
。
避
難
民
を
預
か
っ
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
断
っ
た

が
、
安
東
に
発
っ
た
。

安
東
に
つ
い
た
翌
日
か
ら
列
車
は
運
行
停
止
、
新
京
に
帰
れ
た

の
は
十
一
月
の
末
。
室
町
小
学
校
に
行
っ
た
と
こ
ろ
一
人
も
い
な

か
っ
た
。
越
冬
の
た
め
、
市
内
に
分
散
し
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
十
九
日
、
東
広
場
に
あ
る
ソ
連
軍
第
一
憲




